
 

 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
受
領 

答

弁

第

二

〇

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
〇
七
第
二
〇
号 

 
 
 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

内
閣
総
理
大
臣 

岸

田

文

雄 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
細

田

博

之 

殿 

  

衆
議
院
議
員
山
本
太
郎
君
提
出
発
熱
者
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
の
移
動
手
段
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
本
太
郎
君
提
出
発
熱
者
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
の
移
動
手
段
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
発
熱
者
」
及
び
「
感
染
疑
い
者
」
が
、
医
療
機
関
等
を
受
診
等
す
る
た
め
移
動
す
る
際
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
令
上
の
制
約
は
な
い
が
、
感
染
の
拡
大
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
に

お
い
て
は
、
都
道
府
県
、
医
療
機
関
等
の
関
係
者
に
対
し
、
「
発
熱
患
者
等
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
の
主
な
フ
ロ
ー
」

（
令
和
二
年
十
月
十
六
日
付
け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
の
別
紙
一
）
を
示
し
、

同
資
料
に
お
い
て
、
「
発
熱
患
者
等
」
に
つ
い
て
は
、
「
公
共
交
通
機
関
以
外
に
よ
る
来
院
を
勧
奨
」
及
び
「
来
院
時
間
を

遵
守
し
マ
ス
ク
を
し
た
上
で
来
院
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

居
宅
で
療
養
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
等
か

ら
、
外
出
し
な
い
こ
と
等
の
必
要
な
協
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
居
宅
で
療
養
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者



 

２ 

 

が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
、
往
診
、
訪
問
診
療
等

を
通
じ
た
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
、
受
診
に
当
た
っ
て
移
動
が
必
要
な
場
合
に
は
、
都
道
府
県
等
に
よ
り
居
宅
か
ら
医
療
機

関
へ
の
患
者
の
移
送
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
の
補
助
対
象
と
し
、
公
費
で
負
担
し
て
い
る
。 

 
 

仮
に
、
居
宅
で
療
養
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
当
該
協
力
の
求
め
に
応
じ
ず
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
等
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
ぐ

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
入
院
勧
告
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
危
険
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
発
熱
者
、
感
染
疑
い
者
あ
る
い
は
診
断

確
定
者
」
が
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ

が
あ
る
状
態
に
該
当
す
れ
ば
、
車
両
等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
居
宅
で
療
養
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
三



 

３ 

 

か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
都
道
府
県
等
に
よ
り
居
宅
か
ら
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
移
送
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
費
用
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
の
補
助
対
象
と
し
、
公
費
で
負
担
し
て
い
る
。
御
指

摘
の
「
発
熱
者
、
感
染
疑
い
者
」
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
等
に
よ
る
移
送
の
対
象
と
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「
無
償
で

移
送
す
る
事
業
を
、
今
後
政
府
と
し
て
全
国
的
に
行
う
」
こ
と
は
、
保
健
所
の
体
制
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
が
身
近
な
医
療
機
関
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


